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あねがわ介護医療院 運営規定 

 

 

 

医 療 法 人 祐 里 会 

あねがわ介護医療院  運営規定 

 

 

≪事業目的≫ 

第1条   医療法人祐里会が開設するあねがわ介護医療院（以下「施設」という。）の適切 

な運営を確保するために人員及び管理運営に関する事項を定め、施設の従業者 

が、介護状態にある高齢者に対し、適正な介護医療院サービスを提供することを 

目的とする。 

 

≪運営方針≫ 

第2条   施設の従業者は、長期にわたり療養が必要である者に対し、その者がその有す 

る能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、施設サービス計画に基 

づき、療養上の管理、医学的管理の下における看護及び介護、その他必要な日常 

生活上の世話を行う。 

2. 施設の従業者は、入所者の意思及び人格を尊重し、常に入所者の立場に立って 

介護医療院サービスの提供に努める。 

3. 介護医療院サービスの提供に当たっては、明るく家庭的な雰囲気を有し、地域 

や家庭との結びつきを重視した運営を行い、市町及び地域の保健福祉サービス等 

との綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。 

 

≪施設名称及び定員等≫ 

第3条   施設名称、所在地及び定員等は、次のとおりとする。 

◼ 施 設 名  医療法人祐里会 あねがわ介護医療院 

◼ 事業所番号  ４２Ｂ０４０００３２ 

◼ 所 在 地  長崎県諫早市小野島町２３７８番地２ 

◼ 連 絡 先  （ＴＥＬ） ０９５７－２４－３１８０ / （ＦＡＸ） ０９５７－２４－３９９１ 

◼ 入 所 定 員  （Ⅰ型療養床） ３８床 
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≪従業者の職種、員数等≫ 

第4条   施設に勤務する従業者の職種及び員数は次のとおりとする。 

職種 形態 員数 常勤換算 

管理者（医師） 常勤／兼務 １名以上 １．１ 

薬剤師 常勤／兼務 １名以上 ０．２ 

看護職員 常勤／専従 ８名以上 8 

介護職員 常勤／専従 １０名以上 １０ 

理学療法士又は作業療法士等 常勤／専従 ２名以上 2 

管理栄養士 常勤／専従 １名以上 １ 

介護支援専門員 常勤／専従 １名以上 １ 

 

≪職種別の業務内容≫ 

第5条   施設に勤務する従業者の業務内容は、次のとおりとする。 

職種 業務内容 

管理者（医師） 

管理者は、施設の管理及び業務の管理を一元的に行うとともに、従業

者に事業に関する諸法令等の規定を遵守させるため必要な指揮命令

を行う。 

医師 
入所者の疾病又は心身の状況等に応じて、日常的な医学的対応を行

うとともに、施設の衛生管理等の指導を行う。 

薬剤師 医師の指示に基づき、調剤及び医薬品の管理・供給を行う。 

看護・介護職員 

入所者の自立支援と日常生活の充実に資するよう、病状及び心身の

状況に応じ、適切な技術をもって看護・介護サービスを提供するととも

に、施設の保健衛生に関する業務を行う。 

理学療法士 

作業療法士等 

入所者の心身の諸機能の維持回復を図り、日常生活の自立を支援す

るため、適切な機能訓練を行う。 

管理栄養士 
入所者の心身の状態の維持・改善の基礎となる、栄養管理サービスの

提供を行う。 

介護支援専門員 

入所者の施設サービス計画の作成を行うとともに、必要に応じて、要

介護認定及び認定更新にかかる申請事務手続きを行う。また、入所者

の処遇上の相談等、関係各所との密接な連携を行う。 
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≪施設が提供するサービス内容≫ 

第6条   施設が提供する介護医療院サービスの内容は、以下のとおりとする。 

◼ 診療(療養上の指導及び健康管理を含む。) 

◼ 投薬、処方及び服薬指導 

◼ 看護 

◼ 口腔衛生管理 

◼ 入浴、排せつ及び褥瘡の予防 

◼ 離床、着替え及び整容等の日常生活上の世話 

◼ 食事、栄養管理 

◼ 機能訓練 

◼ その他自立への支援 

◼ 相談又は援助 

◼ レクリエーション行事 

2. 入所者に介護医療院サービスを提供したときはその内容を記録し、その記録は最低 5年 

間保管するものとする。 

 

≪利用料その他の費用の額≫ 

第7条   介護医療院サービスの利用料の額は、厚生労働大臣の定める基準（告示上の報酬額）に 

よるものとし、当施設サービスが法定代理受領サービスであるときは、基準上の額に対し、 

介護保険負担割合証の記載された割合（１割から３割）に応じた額とする。 

2. その他の費用として、居住費、食費、その他通常必要となる日常生活上の便宜に係る費用 

で、その入所者に負担させることが適当と認められる費用の支払いを受けることができるも 

のとし、費用及び金額は、別紙、重要事項説明書に記載のとおりとする。 

3. 前項の費用の支払いを受ける場合には、入所者又はその家族に対して、事前に文書で説 

明した上で、支払いに同意する旨の文書に署名を受けることとする。 

 

≪施設利用にあたっての留意事項≫ 

第8条   介護医療院サービスの提供の開始に際し、あらかじめ、入所者又はその家族に対し、当施 

設の運営の概要、従業者の勤務の体制、その他の入所者のサービスの選択に資すると認め 

られる重要事項等を記した文書を交付して説明を行い、サービス内容等について入所者又 

はその家族の同意を得るものとする。 
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2. 入所者又はその家族（面会者含む）は、当施設の定める重要事項説明書に記載された事 

項を遵守することとする。 

 

≪高齢者虐待防止に関する事項≫ 

第9条   施設は、入所者の人権の擁護、虐待の発生又はその再発を防止するため、次の措置を 

講じる。 

1. 虐待防止に関する担当者を選任することとする。 

2. 虐待防止に係る指針を整備し、必要に応じて都度、更新することとする。 

3. 従業者に対する虐待防止を啓発・普及するための研修会を、年２回以上開催することとす 

る。 

4. 虐待防止のための対策を検討する委員会を２月に 1回開催し、その結果について、従業者 

に周知徹底を図ることとする。 

 

≪身体的拘束の適正化に関する事項≫ 

第 10条 施設は、介護医療院サービスの提供に当たっては、身体的拘束等の適正化を図るため、 

     次に掲げる措置を講じる。 

1. 当該入所者又は他の入所者等の生命又は身体を保護するため、緊急やむを得ない場合 

  を除き、身体的拘束等その他の行動を制限する行為は行わないこととする。 

2. 身体的拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の入所者の心身の状況並びに 

緊急やむを得ない理由を記録することとする。 

3. 身体的拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を２月に１回以上開催するととも 

に、その結果について、施設の従業者に周知徹底を図ることとする。 

4. 身体的拘束等の適正化のための指針を整備し、必要に応じて都度、更新することとする。 

5. 従業者に対する身体的拘束等の適正化のための研修を、年２回以上に開催することとす 

る。 

 

≪協力医療機関との連携≫ 

第 11条 施設は、入所者に対し、医師の医学的判断によって、専門医療機関での診察及び治療 

が必要と認められた場合、重要事項に定める協力医療機関及び協力歯科医療機関での治 

療を依頼するものとする。 
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≪事故発生時の対応≫ 

第 12条 施設は、入所者に対する介護医療院サービスの提供により事故が発生した場合には、速 

やかに次の措置を講じる。 

1. 事故の状況及び事故に際して取った措置について詳細な記録することとする。 

2. 事故原因の解明及び追究し、再発防止を防ぐための対策を講じることとする。 

3. 施設は、介護医療院サービスの提供に伴って施設の責めに帰すべき事由により損害すべ 

き事故が発生した場合には、速やかに損害賠償を行うこととする。但し、施設側に故意過失 

がない場合は、この限りではない。 

 

≪ハラスメント対策に関する事項≫ 

第 13条 施設は、入所者及びその家族等並びに従業者からのハラスメント防止のため、次の措置を 

講じる。 

1. 従業者に対し、ハラスメント防止のための定期的な研修を開催することとする。 

2. 被害者からの苦情及び相談、処理体制を整備することとする。 

3. ハラスメントが生じた場面や対応経過等について、できるだけ正確に事実を捉え、施設全 

体で共有し、個々のケースに沿った対応を検討することとする。 

 

≪非常災害対策≫ 

第 14条 施設は、非常災害時に適切に対応するため、次の措置を講じる。 

1. 施設は、非常災害対する具体的な計画を立て、定期的な対策等を検討することとする。 

2. 非常食、災害物資等の充足化を進め、常に不足の事態に備えることとする。 

3. 諫早市県央消防署及び協力医療機関並びに地域住民と協力し、通報及び避難・救出等の 

訓練を、年２回以上開催することとする。 

 

≪業務継続計画の策定≫ 

第 15条 施設は、併設する姉川病院と感染症や非常災害の発生時に於いて、入所者に対する介護 

医療院サービスの提供を継続的に実施するため、次の対策を講じる。 

1. 非常体制で早期の業務再開を図るための計画を策定することとする。 

2. 従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に 

開催するものとする。 

3. 定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて当該計画の変更を行うこととする。 
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≪個人情報の取扱い≫ 

第 16条 施設は、入所者及びその家族の個人情報の取扱いについて、重要事項等を記した文書を 

交付して説明を行い、入所者又はその家族の同意を得るものとする。 

 

≪相談・苦情処理≫ 

第 17条 施設は、入所者及びその家族からの要望等に対する窓口を設置し、その要望等に対し、迅 

速かつ適切に対応することとする。 

2. 前項の内容の記録については、当該入所者の契約終了の日から 2年間保存することとす 

る。 

3. 苦情を受けた際は、速やかに管理者等と協議し、苦情の解決に努めることとする。 

 

 

 

 

附 則 

この規定は、令和 6年４月 1日から施行する 


